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第６回 足立区緑の基本計画改定審議会 会議概要 

会議名 第６回 足立区緑の基本計画改定審議会 

事務局 都市建設部 みどりと公園推進室 みどり推進課 

開催年月日 令和２年 ７月 ２０日（月） 

開催時間 午前１０時００分～午前１１時００分 

開催場所 足立区役所 庁舎ホール 

出席者 

鈴木 誠 会長 甲斐 徹郎 副会長 薬袋 奈美子 副会長 

ぬかが 和子 委員 長井 まさのり委員 吉田 こうじ委員 

伊藤 のぶゆき委員 くじらい 実 委員 田中 健雄 委員 

浅香 孝子 委員 横村 隆子 委員 浅香 雅和 委員 

佐藤 留美 委員 大澤 輝子 委員 高村 哲 委員 

古地 八重子 委員 飯塚 康雄 委員 菅原 淳子 委員 

欠席者 荒堀 安行 委員   

会議次第 別紙のとおり 

資料 

・次第 

・名簿 

・第三次足立区緑の基本計画（案） 

 

（当日配布資料） 

・資料①審議経過の振返り 

・資料②委員の皆様からのご意見と対応一覧 

・資料③本編差替部分 

・座席表 

・ひとことメモ 

その他 
 

様式第１号（第３条関係） 
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（審議経過） 

○志田野課長 本日はご多用の中ご出席を賜

り、誠にありがとうございます。只今より

「第６回足立区緑の基本計画改定審議会」を

始めさせていただきます。私は、本日司会を

務めさせていただきます、パークイノベーシ

ョン担当課長の志田野と申します。 

本審議会は、平成３０年１１月に足立区長

から諮問を受け、これまで熱心なご審議を行

っていただきましたが、本日の審議をもちま

して答申をいただきたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

なお、本日の審議会は、新型コロナウイル

ス感染症（以下、コロナウイルス）拡大防止

のため、１時間程度の開催とさせていただき

たいと考えております。 

今回新たに委員、幹事として委嘱、委任さ

せていただいた方が５名いらっしゃいますが、

大変申し訳ございませんが、ご紹介は割愛さ

せていただきます。お手元の名簿でご確認く

ださい。 

次に、本日の資料の確認をさせていただき

ます。まず、事前送付しておりました資料と

いたしまして、 

１）次第   

２）名簿   

３）第三次足立区緑の基本計画（案） 

その他に、本日、席上に 

４）座席表 

５）①審議経過の振返り 

６）②委員の皆様からのご意見と対応一覧 

７）③本編差替部分    

８）ひとことメモ 

をお配りさせていただいております。さらに、

席上の緑色のファイルは、閲覧用の参考資料

でございます。不足の資料がありましたら、

事務局へお知らせください。よろしいでしょ

うか。 

続いて、本審議会の注意事項についてご説

明させていただきます。本審議会は公開を原

則としており、会議記録につきましては区ホ

ームページで公開させていただいております。

公開する議事録等には、氏名を記載いたしま

すので、ご了承をお願いいたします。なお、

会議記録作成のため、録音及びカメラ撮影を

させていただきます。また、ご発言の際には、

席上にあるお近くのマイクか、事務局がお持

ちするマイクをお使いください。 

事務局からは以上でございます。それでは、

これからの議事進行につきましては、鈴木会

長にお願いいたします。 

○鈴木会長 おはようございます。２年近く

かけて第三次足立区緑の基本計画を審議して

きました。その間に年号は平成から令和にな

り、今は新しい時代、with コロナの時代にな

りつつあります。緊急事態宣言がなされ、公

園緑地、河川敷がこれほどにぎわったことは

なかったと思います。私たちの生活における

緑とオープンスペースの大切さを本当に実感

しました。本日は、足立区の水と緑の空間を

もっとよくしていこうという計画を議論する

最後の場です。よろしくお願いいたします。 

私事ではありますが、審議会の始めは教授

でしたが、令和２年から名誉教授になりまし

た。これまで、葛飾区、足立区、荒川区に関

わってきましたが、やはり、足立区区民の緑

のある暮らしはよいなと思っているところで

す。 

様式第２号（第３条関係） 
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本日は時間が限られておりますので、さっ

そく審議に入りたいと思います。本日の議事

録署名人は高村委員、古地委員と私が行いた

いと思います。 

それでは、事務局から本日の議事の説明を

お願いいたします。 

○志田野課長 皆様、次第をご覧ください。 

本日の審議会の流れですが、報告事項が１

件、議事が１件を予定しております。 

事務局より資料の説明をさせていただいた

後、意見交換・質疑応答を行い、意見のまと

めをさせていただきます。本日の流れについ

ては以上でございます。 

〇鈴木会長 ありがとうございました。続い

て審議に入る前に、委員の出席状況及び、傍

聴人の人数を事務局から報告してください。 

○志田野課長 本日は、定数１９名のところ

１８名のご出席をいただいております。過半

数のご出席をいただいておりますので、審議

会が有効に成立することを、ご報告申し上げ

ます。また、本日の傍聴人は０名です。以

上、ご報告いたします。 

○鈴木会長 ありがとうございました。それ

では、次第に沿って、報告１「審議経過の振

り返り」について事務局から説明をお願いい

たします。 

〇事務局（金澤係長） 本審議会は平成３０

年１１月に区長から諮問を受け、審議を開始

いたしました。当初はひとづくり、まちづく

りの２部会に分かれ、課題、課題解決のため

の取組を検討し、さらに審議会で整理すると

いう流れで進めてまいりました。その間、江

戸川区へのヒアリング調査、区の花の散歩路

の視察を行っております。第５回の審議会で

は検討結果をまとめた素案をもとに審議いた

だく形になりました。その後予定していまし

た３月と６月の審議会が新型コロナウィルス

感染症拡大防止のために中止とし、資料の郵

送による意見取集とさせていただきました。

本日皆様のお手元にある「第三次足立区緑の

基本計画（案）」は、第５回審議会の結果、

２回の意見収集の結果を反映し、修正したも

のです。大変簡単ではありますが、以上で振

り返りとさせていただきます。 

〇鈴木会長 ありがとうございました。続い

て議事について事務局から説明をお願いいた

します。 

〇事務局（栗原主任） それでは、議事「第

三次足立区緑の基本計画改定案」について事

務局栗原より資料のご説明をさせていただき

ます。 

これまで、審議会の開催を控えていた間、

３月と６月の２回、修正した計画案をお送り

し、皆様からご意見をいただきました。その

ご意見と対応の一覧が、本日お配りした資料

２となります。３月にお送りした資料に対し

て９２件、６月にお送りした資料に対して１

４件のご意見がありました。委員の皆様、ご

協力、誠にありがとうございました。これ以

降は、事前にお送りしたこちらの計画案を見

ながら、主な修正箇所等についてご説明させ

ていただきます。 

まず、目次の次のページ、本文１ページの

左のページをご覧ください。こちらは、全体

の中で、読みたい部分・知りたい部分がどこ

に書いてあるのか分かりづらい、といったご

意見がありましたので、こちらの計画の要約

図に各施策の対象ページをお示ししました。 
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次に、１７ページをお開きください。「Ｐ

ＤＣＡサイクルに基づく進行管理」について、

年度ごと・毎年のＰＤＣＡサイクルの中で、

プランの部分にこれまで「緑の推進計画」と

いう言葉を用い、その「緑の推進計画」を実

行・評価・改善するという書き方をしていま

した。 

この「緑の推進計画」が実際は各施策の実

行プランにあたりますが、「緑の基本計画」

の他にまた計画をつくるかのように捉えられ

てしまう可能性があるため、「各施策」とい

う言葉に改めさせていただきました。 

次に、３８ページをお開きください。「計

画の目指すべき姿」についてです。「水と緑

を誇れるまち あだち～識
し

る・守る・活か

す・繋ぐ～」の４つの言葉の漢字は、一般的

な区民に読みやすい漢字の方を使った方がよ

いのではないか、といったご意見をいただき

ました。検討した結果、内容から「守る」は

読みやすい漢字の方に改めました。「識
し

る」

は意識を高める・認識する、「活かす」は活

用する、といった意味合いを強く持たせたか

ったため、当初のままとさせていだきました。 

次に、４１ページ、折込みの「施策・取組

み一覧」をご覧ください。こちらには、８ペ

ージでお示しした、ＳＤＧｓ
エスディージーズ

の１７の目標の

うち、各施策に主に関連する目標のアイコン

を追加しました。明確に、この目標はこの施

策に合致すると分けられるわけではありませ

んが、各施策を実行によりＳＤＧｓのそれぞ

れの目標に近付けることを狙いとしておりま

す。 

次に、６０ページ、６１ページをお開きく

ださい。「エリアデザインによるまちの魅力

向上」の部分です。あわせて、本日お配りし

た資料③の差替え資料をご覧ください。資料

送付時には修正が間に合わず、申し訳ありま

せんでした。前回の資料までは「エリアデザ

インとの連携」と「水と緑の魅力向上ポイン

ト」については、内容を分けて書いていまし

た。しかし、エリアデザインによって再構成

されるまちなみが、「水と緑の魅力向上ポイ

ント」を設定する箇所に最もふさわしいので

はないかと考え、項目を一体化しました。 

現行の第二次緑の基本計画で位置付けた

「緑のビューポイント」は、区のイメージ向

上を目的に、幹線道路と荒川の交点や、幹線

道路上で主に区の出入り口となる箇所に設定

されていましたが、具体的な施策や取組には

至りませんでした。本計画では、骨格となる

水と緑に近く、エリアデザインなどで実際に

まちづくり事業が展開される箇所に「水と緑

の魅力向上ポイント」を設定し、水と緑の充

実度を測定していきます。エリアの中で具体

的なポイントや、評価カルテの内容は、これ

から施策を実行していく中で詰めていきたい

と思います。 

最後に、７８、７９ページをお開きくださ

い。公園の整備推進、適正配置についてです。

前回までの資料では、「公園配置計画図」も

未完成な状態で申し訳ありませんでした。こ

の図で、下地がクリーム色の部分は、土地区

画整理が施行され、ほぼ公園が充足している

地域です。それ以外の地域で、青色の網掛け

部分は地区計画区域であり、計画で予定され

ている公園の整備を推進していきます。また、

環状七号線より南側のピンク色の網掛けの部
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分は密集市街地で、防災の観点でも特にオー

プンスペースが求められる地域なので、公共

事業による創出用地の活用や、既存の小さな

公園の拡張等を検討していきたいと考えてい

ます。 

前回の資料からの主な修正点に関する説明

は以上となります。まだ図が調整中のものも

あり大変申し訳ありませんが、今回の案を答

申前の最終案とさせていただければと思いま

す。 

○鈴木会長 ありがとうございました。お気

づきの点、ご質問あればお願いいたします。 

○高村委員 ３点確認させてください。１点

目は、１７ページのＰＤＣＡサイクルについ

てです。これは、一般的に通じるものでしょ

うか。気になったのは、「Ａ」が「Ａｃｔ 

改善」となっていますが、改善であれば、

「Improvement」という言葉もあり、意味が通

じにくいのではないかと思いました。その点

も含め、一般的に通じているのであれば構わ

ないと思います。 

２点目は、序章の手前にある「計画のあら

ましと参照ページ」の図についてです。でき

れば、木の下にいる人のイラストは３９ペー

ジや４５ページのような柔らかい人の絵にし

ていただければと思います。 

３点目は、３ページの「グリーンインフラ

の考え方の事例」の図中の「防炎」は「防

災」の誤植だと思いますので修正していただ

ければと思います。 

○事務局（金澤係長） ＰＤＣＡサイクルは

一般の方には浸透していないかもしれません

が、行政計画では、この仕組みを用いるのが

一般的です。 

○臼倉幹事 補足いたします。ＰＤＣＡサイ

クルという言葉自体が一般的に通じるか、と

いう趣旨のご質問かと思います。行政で用い

る言葉ですので、ＰＤＣＡという言葉自体は

このまま記載し、解説を追加したいと思いま

す。 

○事務局（金澤係長） ２点目の「計画のあ

らましと参照ページ」のイラストについては、

できる限り修正いたします。３点目について

は、ご指摘のとおり修正いたします。 

○横村委員 高村委員のご意見に関連して述

べたいと思います。まず、「計画のあらまし

と参照ページ」の図についてです。 

表現の問題になりますが、今回の計画改定

では、まちづくり部会とひとくらし部会の２

つに分けて、人を育てるという部分を大切に

してきたと思います。この図では、黄色の面

にある「ひとづくり」という言葉が目立ちに

くくなっています。まちづくりとひとづくり

が大きなテーマだと分かるよう、「まちづく

り」の下に「ひとづくり」を近づける等して

はいかがでしょうか。今回の計画のコンセプ

トは、足立区民にひとづくりに協力してほし

いということだったかと思います。それを図

で表現することはよいと思いますので、ひと

づくりを枠囲いで目立たせる、まちづくりと

同様にコメントを追加する等の工夫をしてい

ただきたいと思います。「計画のあらましと

参照ページ」というタイトルはもっと小さく

てよいと思います。この図で、これが計画の

指針だということを明快に示さないともった

いないと思いますので、レイアウトを工夫し

ていただければと思います。 

もう１点は、同じく１７ページのＰＤＣＡ
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サイクルの図についてです。高村委員がご指

摘されたように、緑の枠の中の言葉はもう少

し選んでいただければと思います。合わせ

て、例えば、Ｐ、Ｄ、Ｃ、Ａのそれぞれの上

に絵を載せてもらうだけでも、どういうこと

なのかが伝わると思います。そうした、区民

の方が一目見れば分かるような、丁寧な表現

をしていただきたいと思います。 

○事務局（金澤係長） まず、イラストへの

ご指摘について、本計画の特徴であるひとづ

くりが強調できるように修正の検討をいたし

ます。 

また、１７ページのＰＤＣＡサイクルの図

についても、区民の方が何を意味しているの

か分かるようにし、臼倉が説明しましたが、

日本語の表記も分かりやすいように見直した

いと思います。 

○臼倉幹事 イラストについて、ページ数を

小さくしたほうがよいのではないかというご

指摘をいただきましたが、これまでの議論の

中で何がどこのページに書いてあるのか分か

りやすくした方がよいというご意見があった

かと思います。イラストでは、ページ数を明

記して、例えば、「歩きたくなる水と緑のネ

ットワーク」が何ページに書いてあるのか、

ということがすぐに分かりやすいようにしま

した。文字を小さくしてしまうと、その点が

分かりにくくなっていますので、ご意見いた

だければと思います。 

○横村委員 ページ数を小さくしてほしいと

いう意図の発言ではありません。ページ数は

このくらいの大きさが分かりやすいと思いま

す。計画のコンセプトを伝えきれていないの

ではないかという趣旨で発言しました。 

○臼倉幹事 今後調整したいと思います。 

○鈴木会長 お２人の委員からご意見をいた

だきましたが、今後、概要版、パンフレット

を作成し、区民の方に理解していただいて、

協創、参加していただこうとしています。そ

うした流れの中では、大変重要な図になりま

す。そこまで考慮して図の作成を進めていた

だければと思います。 

○佐藤委員 随分いい形で計画がまとまって

きたなと思っています。ありがとうございま

す。今、議論されている「計画のあらましと

参照ページ」の図について、民有地の緑や、

樹林地・農地という文言が大きく出ているの

が印象的で、区として重要視していくことが

と示されていてよいと思いました。 

緑を活かしたまちづくりに関連して、５３

ページ、「２－（２）緑を育むひとの活動を

活発化させる仕組みづくり」について述べま

す。コーディネーターのことが記載されてい

まして、私が所属するＮＰＯ法人にもコーデ

ィネーターという役職があり、まちづくりに

貢献するような公園づくりの業務を行ってい

ます。  

５３ページに記載されている「想定してい

るコーディネーターの基本的業務の案」は、

おおよそよいかと思います。ただ、まちづく

りに資するという意味では、今の表現のまま

だと活動を制限されてしまうような印象を持

ちました。例えば、「ＥＡＮＡ（エコ活動ネ

ットワーク足立）や農業ボランティア、花の

あるまちかど事業協力者（団体）など、区の

担当課をまたいで関連事業との協創体制を推

進する」とあります。これだけではなく様々

な主体、ステークホルダーの方々、企業やま
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ちの方々を繋ぎ、そして、その方々の力を借

りて緑や公園を拠点に進めていくというよう

な、もっと広い枠組みを表現していただける

とありがたいと思います。 

区の担当課をまたぐという視点では、コー

ディネーターが教育、福祉、防災、産業、観

光といった課を横に貫く役割を果たすと、

緑、自然環境以外にも還元することになりま

す。縦割りを横に貫くことは、行政の中だけ

でなかなか乗り越えられないと思います。そ

こを繋ぐ役割の位置づけについても加筆して

いただけると、コーディネーターがまちづく

りに資するという印象が出るかと思います。 

２点目、コロナウィルスの感染拡大が続く

中で計画改定を進めているため、難しいと思

いますが、国土交通省の方でコロナウィルス

がある中で今後のまちづくりをどうしていく

か検討するため有識者ヒアリングを実施して

おり、私自身もヒアリングを受けました。こ

の夏には、その結果がまとめられると思いま

す。国もこれまでの結果をもう一度見直さな

ければならないと考えています。緑の分野で

いうと、冒頭で話があったように、公園など

の水と緑の空間が非常に注目され、テレワー

クといった働き方の変化に合わせて、緑地に

対する見方が変わってきていると思います。 

具体的にどう盛り込むかは難しいですが、

例えば賑わいだけでなく、ゆとりのある緑地

空間という視点があります。景観だけではな

く、空間を維持する、保持としていくという

ことが盛り込まれると、コロナの時代にも通

用する、力になる計画になると思います。 

○事務局（金澤係長） ５３ページのご指摘

について、足立区の場合、公園でもスポーツ

振興分野と協力して取り組んだりしていま

す。緑という空間だけでなく、高齢者の孤立

支援といった視点も持って展開しているの

で、そうしたことが想像できるように、緑と

は一見関わりのないような団体を入れること

で広がりのある表現となるようにしたいと思

います。 

〇佐藤委員 発言の趣旨は、団体名を追加し

て欲しいということではありません。もっと

様々な主体を繋いでいくというイメージが持

てるようになるといいなと思っています。産

官学民、研究者、専門家も含めた様々な地域

の力を公園緑地に溶け込ませるのがコーディ

ネーターの役割だと思っています。今に限っ

たことではなく、今後に繋げるために、もう

少し広い枠組みを書き込んでいただけるとま

ちづくりにも繋がると思っています。 

○臼倉幹事 ２点お答えいたします。まず、

協働について、先日、西東京市からパークイ

ノベーションの相談を受けた際に資料をいた

だきました。そこには、市の協働担当という

組織があると聞いています。足立区にも政策

経営部に協働・協創推進担当課を置いてお

り、総合的に区の中の協働・協創を担当して

います。そこも含めてもう少し広く、全体的

に協働・協創を進めていくという表現にした

いと思います。 

新型コロナウィルスについては、みどり推

進課でも大変苦慮しております。一番苦労し

たのはスポーツ施設の関連等です。東京都と

方向性が合わず、３月は東京都が管理する野

球場、テニスコート等のスポーツ施設の使用

は可能でしたが、区が管理する所は閉鎖され

ているという状況があり、なかなか連携がと
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れませんでした。こうした感染症に対してど

う対応するか今後考えていかなければならな

いと思っています。 

足立区でも新型コロナウィルスの対策本部

を立ち上げ、２８回の審議を重ねてきまし

た。議会とも連携していますので、計画には

記載できませんが、検討を進めていきたいと

思います。 

○くじらい委員 平成３０年から長期間にわ

たり審議をしていただき、ありがとうござい

ました。私は昨年度から委員として参加して

おりますが、しっかりとした計画をつくって

いただいたなと思っております。感想を込め

て述べさせていただきたいと思います。 

まず、ＰＤＣＡサイクルについて、様々な

表現の仕方が必要だと思いますが、こうして

計画を作成したので、どうやって推進してい

くのか、その中身を十分に審議していただき

たいと思います。１０年間の計画ですので、

しっかりと進行管理を進めていただきたいと

思います。 

昨年度の１２月に開催された審議会で述べ

させていただきましたが、その時点では現状

維持が目標値になっていた施策もあったかと

思います。今回の素案を見ると目標値が現行

よりも高い数値に設定され、現状よりも上を

目指す計画していただいたかと思います。た

だ、９６ページを見るとまだ目標値が定まっ

ていない指標もあります。「令和２年度の

『（仮称）足立区みどりの基本計画推進会

議』において報告予定」とありますが、目標

値を定められていないという現状がありま

す。コロナウィルスの影響もあり、十分に議

論ができなかったのかもしれませんが、目標

値がないと計画が推進できませんので、引き

続き対応をお願いいたします。 

最後に、農地についてです。緑の基本計画

の中の話かどうか分かりませんが、２０年間

で大きく減少しているとのことです。今回計

画の中で触れられていますが、農地は大きな

問題で今後１０年間かけて取り組んでいかな

ければならないかと思いますので、関係部署

と連携をとって取り組んでいただきたいと思

います。以上です。 

○臼倉室長 １７ページのＰＤＣＡサイクル

について、小さなＰＤＣＡを回していくとい

うことから「年度ごとのＰＤＣＡ（各施策、

実行、評価、改善）」を考えております。そ

のうち、「ＣＨＥＣＫ」として、各施策の進

捗評価を「『（仮称）足立区緑の基本計画推

進会議』への報告」で実施します。改めて組

織体を発足し、目標値に対する進捗を管理し

たいと思います。例えば、進んでない施策が

あれば、どのように進めていくか皆さんと検

討した上で、来年度の実行に移していきま

す。推進会議のメンバー構成は今後検討しま

すが、その中には審議会の先生方にも協力し

ていただきたいと考えております。 

続いて農地についてですが、７６ページを

ご覧ください。「法や制度の活用による保

全」として、今後検討する内容に、「生産緑

地の公園化」、「生産緑地の都市計画公園指

定により、区有地方区民農園とする」等の内

容を記載しています。現在、横浜市、川崎

市、世田谷区等で生産緑地を自治体が買収

し、分区園ともいいますが、公園の中に区画

をつくって利用していただくという仕組みを

展開しています。足立区でも、整備のための
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補助等を活用して実施できるか検討を進めて

いきたいと思います。 

○鈴木会長 ありがとうございます。他はい

かがでしょか。 

○古地委員 先ほどもご意見がありました

が、「計画のあらましと参照ページ」の図に

ついてです。デザインや色について意見させ

ていただきたいと思います。現行の案を見る

と、「水と緑を誇れるまち あだち」の緑の

文字が少しぼやけています。水と緑の文字を

はっきりさせたり、「ひとづくり」の文字を

目立たせるために赤色を使用してはどうでし

ょうか。また、人のイラストですが、他のペ

ージでは、かわいいイラストが用いられてい

るように色を見直していただいて、初めて見

た人が楽しそうだな、水と緑のまちを見てみ

たいなと興味を引くような絵をつくっていた

だきたいと思います。現行の案では、楽しそ

うな感じが伝わらないのでデザインを工夫し

ていただきたいです。 

○浅香（孝）委員 この第三次足立区緑の基

本計画は委員の皆さんの思いを結集させた、

とても尊いものだと思います。 

先ほどからご意見が出ているのと同様に、

計画を読んだ人がわくわく感じるものでなけ

ればならないと思いました。現行の案は緑の

色を見ても心が沈んでしまうような気がして

なりません。特に、６１、６３ページの地図

の色をもう少しはっきりしたものにしていた

だいて、楽しく読めるようなものにしていた

だきたいと思いました。 

また、印刷は現行の案で進められるでしょ

うか。文字が不明瞭だったり、８６ページの

「図 公園樹木維持管理指針（平成２２年作

成）」は計画に掲載したいかどうかわからな

いような見せ方になっていたりします。どう

しても見ていただきたいものであれば、文字

などがはっきり見えるような形で掲載してい

ただきたいと思います。 

８７ページ、「図 区に植えられているサ

クラの品種の一部」についても、サクラの特

徴等が全く分かりません。全て掲載しなくて

もいいので、もう少し大きくして区民の皆さ

んに理解していただけるような図にしていた

だきたいと思います。 

４１ページ、「主に関連するＳＤＧｓの目

標」とありますが、各目標のイラストはもう

少しはっきりした方がよいかと思います。 

本計画は、今後１０年通用するようなもの

にしたいという気持ちで皆さんつくっていま

すので、委員の方の意見を反映して対応して

いただきたいと思います。 

最後に質問です。３９ページに「『プラッ

トフォームとしての緑』の具体例イメージ

（例）」の「屋敷林や社寺林」の部分に「集

めた落ち葉で皆で焼き芋などを行う」とあり

ますが、焼き芋をする程度の焚火であれば構

わないのでしょうか。環境問題の視点から

も、気になりました。 

○事務局（金澤係長） まず、今回お手元に

配布した資料は、区の設備で印刷したものに

なります。最終的に製本、印刷をする際に

は、各図ともに見やすいものとなります。た

だ、「計画のあらましと参照ページ」の図に

ついて、人づくりを強調する、８７ページ

「図 区に植えられているサクラの品種の一

部」はある程度サクラの種類を絞って大きく

出すといった修正は可能な限り反映したいと
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思います。 

○臼倉幹事 焼き芋の焚火について、「足立

区の保存樹・樹林を守る会」の前会長のお宅

で消防署に届け出の上、毎年焼き芋を実施し

ていました。この規模の焚火による二酸化炭

素の影響よりも、地域の人づくり、人間関係

づくりの効果の方が大きいかと思っておりま

す。この事例でいえば、近隣の子ども会が対

象になりますが、年に１回自宅の屋敷林を開

放しています。 

○鈴木会長 限られた時間が迫ってまいりま

した。他にお気づきの点はありますでしょう

か。今回もひとことメモが用意してあります

し、答申までは多少時間があるかと思いま

す。今の時点でご発言があればお願いしま

す。 

○甲斐副会長 今回の計画は、写真が多くカ

ラフルで楽しそうな雰囲気になっているのが

特徴だと思います。先ほどから議論になって

いる「計画のあらましと参照ページ」の図に

ついてですが、今回の計画は、図の中にある

多様な緑の中で暮らしを楽しんでいるような

写真が多く配置されていることが魅力だと感

じています。 

今回の計画策定にあたり、私から折に触れ

て、育むが基本である、自分のこと化して、

自分の暮らしを楽しむことが重要だとお伝え

してきたと思います。この図でその点も包含

しているとなっているかと思いますが、その

意味でも序章の前のひとづくりの図の表現は

もう少し頑張っていただいきたいと思いま

す。ただ人がいるのではなくて、緑や花を暮

らしの中に取り込んで、楽しんだ結果、人が

集まっているという見せ方にすると象徴的な

計画の始まりになると思います。 

○高村委員 今後、町会で計画を配布する際

は、カラーコピーではなく白黒コピーで配布

します。表や地図が白黒でもわかるかどうか

確認をお願いいたします。 

○鈴木会長 本日委員の皆さんからいただい

たご意見を総括すると、図などは、計画書だ

けでなく、概要版やパンフレットで実際に使

えるようにすること、ＰＤＣＡに基づいた計

画の進行管理を進めることが重要だというこ

とだと思います。その点を含めて答申し、計

画が実行されるよう事務局の方でお願いいた

します。 

そろそろ時間が迫ってきました。いただい

たご意見をもとに事務局で修正し、私が確認

の上、答申案としてまとめるということでよ

ろしいでしょうか。 

答申を区長に提出した後、パブリックコメ

ントを行うことになっています。まだ区民の

方から意見をいただく場を設けておりますの

で、その点ご了承ください。事務局より本日

の意見のまとめをお願いします。 

○志田野課長 「計画のあらましと参照ペー

ジ」の図は、ひとづくりを大切にしているこ

と、計画のコンセプトが分かるよう、色味、

イラスト等修正したいと思います。また、

人々が緑のある暮らしを楽しむことも重要で

すので、その点も強調したいと思います。 

１７ページのＰＤＣＡサイクルについて

は、どういったものかが分かるよう説明を加

えたいと思います。 

５３ページについて、様々なステークホル

ダーを育てる、広がりのある枠組みとなるよ

う調整します。 
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定まっていない目標値について、今後検討

を進めてまいります。 

８７ページのサクラの図も、見やすくなる

よう修正を進めてまいります。 

〇鈴木会長 ほかに追加事項がありましたら

一言メモに記載していただければと思いま

す。 

○浅香（雅）委員 一言メモの提出期限はい

つまでしょうか。再度資料を確認の上、提出

したいと思います。 

○事務局 ７月２４日（金）までに提出いた

だければと思います。 

○鈴木会長 追加でご意見のある方は、一言

メモに記入の上、事務局に提出していただけ

ればと思います。事務局が意見を反映したも

のを私の方で最終確認させていただきたいと

思います。 

部会を含め、長期間にわたって熱心に議論

いただきました。特に、ひとづくりの部会は

甲斐副会長を中心に根本的な部分で議論をし

ていただき、足立区が掲げる協創をどうやっ

て進めていけばいいのか、どうステップアッ

プしたらいいのか、どう実行していけばいい

のかまで提案していただきました。次の段階

では、しっかりと実行に移していただければ

と思います。時間になりましたので、進行を

事務局に戻したいと思います。 

○志田野課長 鈴木会長、議事進行ありがと

うございました。 

今後の予定についてお知らせいたします。 

本日皆様からいただいたご意見を反映させ

た「第三次足立区緑の基本計画（案）」を鈴

木会長にご確認いただき、８月３日に鈴木会

長から足立区長に答申していただきます。そ

の後、９月にパブリックコメントを実施した

上で、１０月に第三次足立区緑の基本計画の

改定を予定しております。最後に、みどりと

公園推進室長より、閉会のご挨拶をさせてい

ただきます。 

○臼倉室長 みどりと公園推進室長の臼倉と

申します。平成３０年１１月に審議会を設置

して以降、６回の審議会と３回の部会で皆さ

んから熱心なご意見をいただき、本当にあり

がとうございます。今回は、第三次足立区緑

の基本計画の改定でした。一次、二次は行政

のみで計画改定をすすめましたが、三次で初

めて皆様の意見をいただいて作成を進めまし

た。一次、二次の計画は行政計画という体が

全面に出ていたかと思いますが、今回の計画

は区民の皆様から親しまれるような計画にな

ったかと思います。 

今後の予定ですが、今、司会からお伝えし

たとおり、答申、パブリックコメントを経

て、１０月に改定となります。さらに、その

後はＰＤＣＡサイクルで進行管理を進めてい

きますので、引き続きご協力をお願いいたし

ます。長期間にわたりありがとうございまし

た。 

○志田野課長 以上で、第６回足立区緑の基

本計画改定審議会を閉会いたします。長期に

わたり熱心なご審議を賜り、誠にありがとう

ございました。 

以上 


